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１ 認知症地域支援推進員： ７名

２ 認知症地域支援推進員の役割

報告者氏名:大西 珠代

令和５年度 認知症地域支援推進員活動報告書（記載様式）

・認知症初期集中支援チームの企画・調整
・もの忘れ相談日の実施
・にこにこかえるネットワーク（SOSネット）活用による、地域連携の強化推進

・認知症ネットワーク会議の運営
・医療（認知症疾患医療センター・かかりつけ医等）機関との連携
・認知症初期集中支援チームにおける他職種間連携・調整
・ケアマネ支援（認知症のアセスメント力の向上・課題整理等の助言・提案）

医療・介護等との連携

・香美町オレンジロード（ケアパス）の普及活動
・認知症カフェでの本人支援・相談できる場の確保
・らく楽介護教室の企画・運営（認知症に関する介護負担の軽減のための教室）

本人・介護者支援

相談支援・支援体制整備



香美町 認知症施策全体図



令和５年度認知症地域支援推進員具体的活動報告

標題 香美町における認知症の人本人の社会参加について

気づき 支援・
重度化
予防

在 宅
支 援

空白の期間

診断

趣味活動をきっかけとした居場所づくり

「昔、編み物が好きだったの！
作ってもあげる人がもういなく
なったから、編み物はやめた～。」

課 題
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参加者への声掛け
子育て支援センターへプレゼントをする企画

ボランティア養成
チームオレンジ（OBナース、介護士、認知症介護者）
ボランティアへ声掛け

定例開催
毎月第３金曜日開催。
４～６名の参加者と４名のボランティアの参加あり。

家族支援
今後は、家族支援もできるよう、
家族への参加も呼び掛けていく

開始までの流れ



アクリルたわし ボランティアさんと当事者さん 退院後の参加 イチゴたわし

認知症マフ イスの脚ソックス ペットボトルホルダー 生活支援ハウスから参加者

アクリルたわし ボランティアさんと参加者 イチゴたわし

認知症マフ イスの脚ソックス ペットボトルホルダー 生活支援ハウスからの参加者

退院後の参加

手しごとの会の様子



地域とのつながり

イスの足カバーと認知症マフを

グループホームにプレゼント🎁🎁
子育て支援センターに

ヘアゴムのプレゼント🎁🎁



「暇だから作ったで
～！毛糸がなくなった
から、欲しいな～」

効 果

98歳！
生活支援ハウスで作ってくれています

★デイサービスに行くより、手しごとの会に
行きたい

★日にちは忘れているが、手しごとの会は意
識している（ご家族より）

★ペットボトルカバーを体操教室に持参され
みんなに自慢！！

★もの忘れ多いが、イスの脚カバーをたくさ
ん編んできてくれる。

★ピアサポーター的な役割の方も！
鬱傾向の方も笑顔が見られた。

家族…ほかのことは忘れても、手しごとの会
は楽しみにしている。自宅でも取り組
んでおり、安心感につながっている。



今後の方針

香住区

• 12/21 グループホーム「わたげ」と合同開催

• R6年４月～月１回開催

認知症本人がグループホームに出向き

入居者と一緒に開催予定

村岡区

• R6年度、特別養護老人ホームむらおかこぶし園と
開始に向けて協議中・・・

本人・家族を地域とつなぐ取組を目指していきたい

• 最後に・・・

認知症地域支援推進員として、 「やりたい」けど「できない」という認知症ご
本人の思い、葛藤・・・ ⇒「誰かとなら、できる」と思ってもらいたい 地域・
社会とのつながりを作り、生きがいを感じて本人らしく生活ができるよう今後も
支援し、 認知症でも香美町で自信をもって笑顔で過ごしてほしいです。


